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つ
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」
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添
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善
一
郎

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
は
本
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
自
粛

が
続
き
、
先
の
見
え
な
い
毎
日
に
不
安
を
抱
い
て
い
ら

れ
る
事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
拡
大
に
よ
り
生
活

に
影
響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
は
新
し
い
年
度
の
同
窓
会
活
動
が
始
ま
る
予

定
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
総
会
を
中
止
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
り
次
年
度
に
持
ち
越
し
と
い
う
判
断

に
至
り
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
総
会
・
懇
親
会
で
の
旧

友
と
の
再
会
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
も
伺

い
、
ご
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
皆
様
に
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
に
様
々
な

会
員
様
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
外
部
関
連
の
業
務
に
適
切

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事
務
局
職
員
の
方
々
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
多

く
の
皆
様
方
か
ら
協
力
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
重
ね

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」
は
お
と
と
し
末
頃
に
中
国

武
漢
市
を
中
心
に
発
症
し
、
急
速
に
世
の
中
に
広
範
し
、

そ
の
影
響
で
私
た
ち
の
生
活
に
は
様
々
な
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
三
密
を
さ
け
不
要
不
急
の
外
出

の
自
粛
、
身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
々

を
強
い
ら
れ
、
か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
、
我
慢

を
し
な
が
ら
未
だ
収
束
し
な
い
日
々
に
不
安
と
恐
怖
を

覚
え
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

開
催
の
延
期
、
音
楽
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
相

次
、
国
民
の
楽
し
み
が
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母

校
の
後
輩
達
も
文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
新
入
生
は
春
先

か
ら
休
校
や
変
則
登
校
な
ど
不
安
な
学
校
生
活
に
戸
惑

い
を
感
じ
た
り
、
三
年
生
は
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

夏
の
甲
子
園
大
会
が
中
止
と
な
り
多
く
の
選
手
が
落
胆

し
、
悔
し
い
涙
を
流
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
県
高
体
連
の
御
理
解
と
御
尽
力
に
よ
っ

て
福
島
県
内
独
自
の
各
種
大
会
が
認
め
ら
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
競
技
会
場
は
無
観
客
や
応
援
人
数
の
制
限

も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
会
を
開
催
さ
れ
た
関
係
者
と
そ

の
よ
う
な
時
に
競
技
を
し
た
選
手
達
に
大
き
な
エ
ー
ル

を
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
野
球
で
は
昨
年
の
甲
子
園
は
、
春
の
選
抜
大
会

と
夏
の
選
手
権
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
に
中
止

と
な
っ
た
選
抜
大
会
が
夏
の
選
手
権
大
会
の
日
程
と
同

日
に
、
交
流
試
合
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
高

野
連
の
八
田
会
長
が
、
ど
う
し
て
も
選
抜
出
場
校
の
球

児
に
甲
子
園
の
土
を
踏
ま
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
強
い

思
い
か
ら
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
八
田
会

長
の
言
葉
の
中
で
今
回
の
試
合
が
で
き
る
こ
と
が
「
当

た
り
前
」
で
は
な
く
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん…

…

文
字
で
書
く
の
は
簡
単
で
す

が
非
常
に
深
い
そ
の
言
葉
に
大
変
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

球
児
も
あ
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
１
年
は
辛
丑
（
か
の
と
・
う
し
）
の
年
で
す
。

牛
は
古
く
か
ら
酪
農
や
農
業
で
人
を
助
け
て
く
れ
た
大

切
な
動
物
で
、
そ
の
地
道
な
働
き
ぶ
り
か
ら
丑
年
は
「
我

慢
」「
発
展
の
前
触
れ
」
を
意
味
す
る
年
に
な
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
辛
丑
の
漢
字
「
辛
」
に
は
「
つ
ら
い
」

と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
「
新
し
い
」
と
の
意
味
も
含
ま

れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
が
収
束
し
、
皆
様
と
の
再
会
が
で
き
、
全
世

界
に
平
和
な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
大
変
な
我
慢
の

日
々
が
続
き
ま
す
が
、
今
後
の
同
窓
会
の
活
動
・
総
会

に
つ
き
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

開
催
の
可
否
を
判
断
し
て
、
再
び
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
ら
れ
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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氏 名 卒校年科 住居地
橋本　洋治 昭36郡電子 茨 城 県
折笠　　和 昭44郡工化 千 葉 県
大河原　博 昭52北化1 福 島 県
会田今朝美 昭44郡機Ｂ 埼 玉 県
遠藤　純一 昭55北建 福 島 県
小川　博芳 昭48西電Ａ 神奈川県
影山　芳夫 昭40西機Ａ 福 島 県
影山　昭一 昭37郡建 福 島 県
添田　善秀 昭58北機3 福 島 県
國分　晃久 昭56北電2 福 島 県
渡辺　征明 昭55北情報 福 島 県
水戸　哲夫 昭41郡機Ｂ 福 島 県
笠原　　隆 旧職員（郡） 福 島 県
関　　勝彦 昭40郡定機 千 葉 県
古川　秀康 昭41郡機Ａ 茨 城 県
古川　　弘 昭40郡建 福 島 県
鈴木　彰宏 昭48郡機Ｂ 宮 城 県
渡辺　光一 昭40郡建 福 島 県
栗山　芳光 昭39郡電子 神奈川県
石井　敏男 昭35郡電 神奈川県
榎本　岩雄 旧職員（北） 福 島 県
小池　征男 昭34郡機Ｂ 茨 城 県
増子　　哲 昭23郡機旧 福 島 県
橋本　　太 昭54北機1 福 島 県
瀧田　隆介 平09北環 福 島 県
大内　菊夫 昭51郡定電 福 島 県
西尾　秀和 昭60北電子 福 島 県

学　　科 令和2年度
機 械 科 78名
電 気 科 40名
電 子 科 39名
情 報 技 術 科 41名
建 築 科 40名
化 学 工 学 科 38名
合 計 276名

1. 収入の部
項　目 予算額 決算額 増減額 備　考

繰 越 金 263,985 263,985 0 平成30年度繰越金
入 会 金 1,662,000 1,662,000 0 入学生277人×￥6000
会 費 1,644,000 1,638,000 △ 6,000 卒業生273人×￥6000
会誌広告料 220,000 300,000 80,000 15社
一般寄付・協力金 300,000 433,423 133,423 80件
雑 収 入 1,007,015 1,169,230 162,215 預金利息・総会参加費等
合　　　計 5,097,000 5,466,638 369,638

2. 支出の部
項　目 予算額 決算額 残　額 備　考

基 本 金 57,000 330,000 273,000 入会金・会費総額の１割
会 議 費 500,000 479,520 △ 20,480 三役会　幹事会　
事 務 費 60,000 63,021 3,021 事務用品等
慶 弔 費 50,000 32,392 △ 17,608 香典等
通 信 費 1,600,000 1,671,737 71,737 会報（70号）発送費等
旅 費 250,000 108,780 △ 141,220 本部　東京　日立　水戸
会誌編集費 700,000 462,000 △ 238,000 会報（70号）印刷
渉 外 費 70,000 67,720 △ 2,280 関係機関との交渉諸費
卒業生諸費 260,000 212,319 △ 47,681 卒業記念品　会長賞
事 務 局 費 50,000 40,000 △ 10,000 会議費補助・事務局会会議費
北 嶺 祭 50,000 50,000 0 学校祭補助
支部助成金 160,000 160,000 0 東京・日立・水戸
学校案内助成 30,000 15,390 △ 14,610 学校案内印刷補助
総 会 費 1,100,000 1,209,770 109,770 総会会場費他
激 励 金 130,000 120,000 △ 10,000 準会員全国大会激励金贈呈
予 備 費 30,000 0 △ 30,000
合　　　 計 5,097,000 5,022,649 △ 74,351

3. 差引残額¥443,989は次年度へ繰り越します。

1  収入総額
5,466,638円

2  支出総額
5,022,649円

3  差引残高
443,989円

令和元年度　決算報告

令和2年度　新会員報告

令和元年度　基本金報告
定期預金（～平成30年度） 6,724,983 円 大東銀行定期預金

令和元年度基本金 330,000 円 大東銀行定期預金

合　　　計 7,054,983 円

氏 名 卒校年科 住居地
古 川 　 保 昭40西電Ａ 埼 玉 県
橋本　秀男 昭44郡工化 千 葉 県
滝 田 　 浩 昭58北情報 福 島 県
坂 本 　 守 昭35郡機Ｂ 福 島 県
山口　輝光 昭31郡建 神奈川県
加藤　幹雄 昭40郡電 宮 城 県
鎌田　哲夫 昭43西化Ａ 千 葉 県
佐 藤 　 勝 昭40郡機Ａ 埼 玉 県
佐 藤 　 稔 昭46西電Ｂ 福 島 県
皆川　達夫 昭45郡機Ａ 福 島 県
外 山 　 浩 旧職員（郡） 福 島 県
高原　三郎 昭27郡機 東 京 都
大河原文夫 昭52北電2 福 島 県
小池　勝衛 昭34郡機Ｂ 神奈川県
阿部　文英 旧職員（郡） 福 島 県
三浦　善憲 昭46郡機Ｂ 神奈川県
渡辺　　勉 昭48郡機Ａ 福 島 県
八巻　茂雄 旧職員（北） 福 島 県
高橋　一男 平04北定工 栃 木 県
鈴木　紹夫 昭44郡電子 秋 田 県
大内　菊夫 昭51郡定電 福 島 県
佐藤　大地 平27北電 福 島 県
畑　　吉春 昭29郡機 東 京 都
長尾　一善 昭52北機3 福 島 県
佐藤　正道 旧職員（北） 福 島 県
田中　良夫 昭41郡機Ｂ 栃 木 県
篠原　　泉 昭36郡建 栃 木 県
小林　大了 平27北建 福 島 県
小池　　正 昭40郡電 神奈川県
猪狩　次夫 旧職員（北） 福 島 県
円谷　　勤 昭40郡電 福 島 県
加藤　平吉 昭38郡電 茨 城 県
安藤　正信 昭42郡機Ａ 神奈川県
渡辺　正春 昭48郡建 千 葉 県
伊勢野敏雄 昭43西電Ｂ 福 島 県
添田善一郎 昭53北工化 福 島 県
菅野　弘士 昭34郡機Ａ 神奈川県
馬場　淳三 昭37郡建 東 京 都
根本源太郎 旧職員（北） 福 島 県
井上　安邦 昭40郡建 神奈川県

令和2年　ご協力者芳名簿
ご協力ありがとうございました　　敬称略　受付順

協力金のお礼とお願い
　会報発送に併せて協力金をお願いし
たところ、皆様よりご協力を頂戴いた
しました。感謝申し上げます。
　協力金は同窓会運営のために有効
に利用させて頂きます。
　「協力金」の送付は、会報に同封さ
れた郵便払込取扱票をご利用下さい。
なお、金額欄、ご依頼人の欄に必要事
項をご記入の上、郵便局で振り込んで
下さい。何口でも構いませんので、無
理のない範囲で数多くの方々からご支
援をお願い致します。
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校
長
あ
い
さ
つ

「
夢
を
か
た
ち
に
」

校
　
長  

澁
谷
　
栄
一

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
、
５
月
ま
で
学
校
休
業
が
続
き
６
月
か
ら
教
育
活
動
が
再

開
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
も
感
染
症
対
策
の
た
め
多
く
の
制
約
が
あ

る
中
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
大

会
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
各
種
大
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
で
代
替
大
会
等
を
実
施
し
て
頂
き
、
成
果

発
表
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
夏
休
み

以
降
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
た
大
会
で
は
、
運
動
部
、
文
化

部
を
始
め
工
業
各
科
の
生
徒
達
が
活
躍
し
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

運
動
部
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
県
新
人
体
育
大
会
、
東
北
選
抜
大
会

で
優
勝
し
３
月
に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

文
化
部
関
係
で
は
、
写
真
部
と
報
道
委
員
会
が
２
年
連
続
で
８
月
に
和
歌
山

県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
ダ
ブ
ル
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
工
業
関
係
で
は
、
福
島
県
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
旋
盤
、
電
子
回
路
組
立
、
電
気
工
事
の
３
部
門
が

今
秋
行
わ
れ
る
東
北
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
機
械
科
で
出
場
し
た
福

島
県
高
等
学
校
溶
接
技
術
競
技
会
で
は
２
年
連
続
の
団
体
優
勝
と
個
人
部
門

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

進
路
関
係
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
就
職

試
験
が
例
年
よ
り
も
１
か
月
繰
り
下
が
る
等
の
日
程
変
更
が
あ
り
、
求
人
数

が
前
年
の
20
％
減
と
言
わ
れ
る
厳
し
い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
校
３

年
生
は
多
く
の
企
業
か
ら
求
人
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
就
職
を
希
望
し
て
い

る
生
徒
全
員
が
早
い
時
期
に
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
の
専
門
性
だ
け
で
は
な
く
人
間
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

3

卒
業
生
の

　
令
和
２
年
度
の
卒
業
生
２
７
６

名
の
進
路
は
、
進
学
で
は
四
年
制

大
学
55
名
（
６
割
以
上
の
36
名
が

日
本
大
学
工
学
部
）、
職
業
訓
練

校
３
名
、
専
修
学
校
39
名
の
計
97

名
で
、
昨
年
度
よ
り
21
名
増
え
た
。

国
公
立
合
格
者
は
会
津
大
学
１
名
。

就
職
で
は
、
民
間
は
県
内
１
２
３

名
、
県
外
36
名
、
公
務
員
は
４
名

（
東
北
地
方
整
備
局
１
名
、
福
島

県
警
１
名
、
郡
山
消
防
１
名
、
安

達
消
防
１
名
）
の
計
１
６
３
名
で
、

昨
年
度
よ
り
31
名
減
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
校
内
企
業
説
明

会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
質
疑
等
に

代
替
し
た
。
就
職
活
動
一
か
月
延

期
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
社
見
学
等
の

変
化
が
あ
っ
た
。「
人
生
１
０
０

年
時
代
」「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
生
き
る
有
為
な
人
材
育
成
に
努

力
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
学
習

力
を
高
め
、
思
考
力
を
深
め
、
実

行
力
を
強
化
、
激
動
に
対
応
す
る

工
業
人
を
育
て
た
い
。
今
後
も
全

国
で
健
闘
す
る
同
窓
生
の
方
々
の

御
尽
力
を
乞
う
。

進
路
指
導
主
事

　　
佐
藤

　武
士

【進学（大学）】
会津大学
国際武道大学
桜美林大学
新潟リハビリテーション大学
新潟食料農業大学
神奈川工科大学
神奈川大学
千葉工業大学
拓殖大学
東海大学
東北工業大学
東洋大学
日本大学
山梨学院大学

【進学（専門学校等）】
福島県立テクノアカデミー郡山
福島県立テクノアカデミー浜
福島県立テクノアカデミー会津
宇都宮日建工科専門学校
太田看護専門学校
関東職業能力開発大学校
郡山学院ケイセンビジネス公務員カレッジ
国際アート＆デザイン大学校
国際情報工科自動車大学校
国際医療看護福祉大学校
国際ビューティー＆フード大学校
国際ビジネス公務員大学校
郡山健康科学専門学校
JAPANサッカーカレッジ
専門学校東北動物看護学院
仙台デザイン専門学校
仙台工科専門学校
専門学校東京自動車大学校
仙台リゾート＆スポーツ専門学校
東北電子専門学校
東京バイオテクノロジー専門学校
東京スクールオブミュージック専門学校澁谷
東京リゾート＆スポーツ専門学校
日産栃木自動車大学校
日本調理技術専門学校
HAL大阪
福島医療専門学校
福島県農業総合センター農業短期大学校

【就職（県内）】
アートコーポレーション（アート引越センター）
赤井田造園土木
アサカ理研
朝日機工
ＡＬＳＯＫ福島
アルパインマニュファクチャリング
ウィンズ
エイチワン郡山製作所
AGCエレクトロニクス
エディソン
NECフィールディング
NOKフガクエンジニアリング東北工場
NCE
太田綜合病院
オオバ工務店
笠原工業
壁巣建設
カワチ薬品
北芝電機
鬼怒川ゴム工業　郡山車体部品生産部
京セラ　福島郡山工場
クレハ　生産・技術本部いわき事業所
郡中丸木
ケミコン東日本　福島工場
光建工業
郡山電機製作所
郡山ヒロセ電機
小松製作所生産本部　郡山工場
コマツ福島
サカイ引越センター郡山支社
三協テック　東北
三万石
シグマ会津工場
シグマックス
重松製作所　船引事業所
常磐興産　スパリゾートハワイアンズ
白河オリンパス
信越化学工業
進和エンジニアリング
水ｉｎｇ　東北支店
SCREEN　SPEクォーツ
住化アグロ製造
住友ゴム工業　白河工場
創スペース
曽田香料
大久自動車販売

ダイユーエイト
太陽電設
高橋電機
デンソー福島
東京応化工業
東芝エレベーター　東北支社
東北アンリツ
東北電化工業
東北電気保安協会
東北村田製作所　郡山事業所
ナカノ商会　東北支社福島支店
ナルコ郡山
日東グラスファイバー工業
日東紡績　富久山事業センター
日本ビルコン　南東北支社
ニプロファーマ　鏡石工場
日本化学工業　福島第二工場
日本化学工業　福島第一工場
日本工営　パワー＆デジタルビジネスユニット
日本全薬工業
日本デジタル研究所
白銅　福島工場
八光建設
パナソニック　ＡＩＳ社メカトロニクス事業部本宮地区
パナソニック　郡山事業所
林精器製造
桧電設
福島コンピュータシステム
福島芝浦電子
福島情報処理センター
福島タカラ電気工業　松川工場
福島トヨペット
福島ノーミ
福島日野自動車
星機械設計
保土谷化学工業
前澤給装工業　福島工場
マキシス精工
マルサン
三菱ふそうトラック・バス　東北北関東
ユアテック
吉成建築
米沢電線
リコージャパン
若松ガス
和田装備

進 路 状 況
【就職（県外）】
ＡＢＣシステム　
鹿島クレス
関電工
関東電気保安協会
きんでん
京王設備サービス
恒栄電設
コスモシステム
ＪＲ東日本テクノロジー
ＪＲ東日本メカトロニクス
資生堂　那須工場
SUBARU群馬製作所
住友林業ホームエンジニアリング　北日本事業部
積和建設東東京
積水ハウス不動産東京
デイ・シイ
東栄ホームサービス
東京電力パワーグリッド
東北電力ネットワーク
トピー工業　綾瀬製造所
トヨタ自動車東日本
豊田自動織機
日産自動車
ニプロファーマ　埼玉工場
日本飛行機
八生建設
東日本高速道路
東日本旅客鉄道
日立産機システム本社
松村組東北支店
三菱電機特機システム
明電プラントシステムズ
ヤマザキビスケット　古河事業所

【公務員】
東北地方整備局（国家公務員）
消防職員（郡山地方広域消防組合）
消防職員（安達地方広域行政組合）
警察官（福島県警察本部）

［自営・縁故は除く］

　
こ
の
度
、
私
た
ち
卒
業
生
を
同
窓
会
に

入
会
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
感
謝
と
喜
び
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
北
工
で
の
三
年
間
は
、
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
工
業
人
と
し
て
必
要
な

専
門
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
や
委
員
会

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

人
と
し
て
成
長
で
き
、
上
位
大
会
へ
の
出

場
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
の
進
路
活
動
は
、
様
々
な
困
難
が
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
道
を
示
し
、
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、

先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
切
磋
琢
磨
し
合
っ
て
き
た
仲
間
た

ち
の
お
陰
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
門
出
に
期
待
や
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
北
工
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で
活
か
し
、
北
工
の
同

窓
生
と
し
て
胸
を
張
り
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
令
和
2
年
度  

同
窓
会
会
長
賞

　機
械
科
1
組 

渡
邊

　耀
介

　機
械
科
2
組 

島
影

　
　翼

　電
気
科 

光
井

　洸
瑠

　電
子
科 

今
泉

　
　蓮

　情
報
技
術
科 

松
﨑

　寛
太

　建
築
科 

市
川

　太
陽

　化
学
工
学
科 

武
田

　
　光

●
令
和
2
年
度  

ク
ラ
ス
代
表
幹
事

　機
械
科
1
組 

今
野

　蒼
太

　機
械
科
2
組 

髙
田

　
　光

　電
気
科 

光
井

　洸
瑠

　電
子
科 

近
内

　雄
輝

　情
報
技
術
科 

鈴
木

　悠
叶

　建
築
科 

佐
藤

　月
玲

　化
学
工
学
科 

鈴
木

　理
史

情
報
技
術
科
　
　
　
　

伊
藤  

優
利

新
会
員
の
こ
と
ば
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令
和
３
年
に
入
り
新
た
な
年
度
を
迎
え

ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
卒
業
さ
れ
た
新
同
窓
生
を

お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
御
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
２
年
は
か
っ
て
な
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社

会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
の
宣
言
を
受
け
卒

業
式
も
入
学
式
も
中
止
に
な
っ
た
学
校
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
も
本
部
総
会

の
中
止
、
東
京
支
部
、
日
立
支
部
も
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
感
染
の
拡
大
で
、
東
京

支
部
内
の
交
流
も
滞
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
三
蜜
防
止
や
洗
浄
消
毒
な
ど
の
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ

手
立
て
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
な
か
な
か

先
が
見
え
て
な
い
の
が
現
実
で
す
。
長
期

に
な
る
と
の
見
通
し
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
働
き
方
の
改
革
や
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
な
ど
の
対
応
策
が
実
現
し
て
き
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
が
浸
透
し
、
混
乱
が
鎮
静

化
す
れ
ば
、
よ
り
安
全
で
成
熟
し
た
社
会

が
作
ら
れ
て
い
く
も
の
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
混
乱
を
乗
り
切
り
同
窓
会
本
部
の

活
動
も
支
部
総
会
も
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
日
常
を
取
り
戻
し
再
会
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
お
い
て
は
、
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
水
戸
支
部
会
員
も

元
気
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
る
等
、
経
済
活
動
に
大
き

な
影
を
落
と
す
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
同

窓
会
活
動
に
お
い
て
も
本
部
総
会
が
中
止

に
、
東
京
、
日
立
支
部
総
会
が
延
期
と
な

り
、
水
戸
支
部
も
例
外
な
く
、
支
部
内
行

事
を
1
年
間
延
期
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
入
り
、
海
外
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
日
本
で
も
早
け

れ
ば
2
月
頃
か
ら
接
種
が
始
ま
る
と
の
報

道
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
収
束
に
向
か
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
水
戸
支
部
の
行
事
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

前
年
予
定
し
て
い
た
支
部
内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
秋
の
頃
実
施
す
る
予
定
で
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
支
部
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
尚
、
支
部
総
会
に
つ
い
て
は
、

来
年
11
月
頃
に
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
と
同
窓

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
繁
栄
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
水
戸

支
部
同
窓
会
に
対
し
て
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
同
窓

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
立
支
部
は
、
昨
年
は
２
年
に
１
回
の

支
部
総
会
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
日
立

の
桜
が
満
開
と
な
る
３
月
28
日
に
開
催
し
、

皆
様
を
お
迎
え
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
開
催
を
断
念

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
ま
す
１
月
初
旬
も
感
染
拡
大
の

途
上
に
あ
り
ま
す
の
で
、
２
０
２
１
年
度

も
、
支
部
総
会
等
を
、
ど
の
程
度
の
状
況

で
開
催
で
き
る
か
の
見
通
し
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
引
き
続
き
開

催
方
法
等
を
模
索
し
な
が
ら
、
同
窓
会
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
穏

や
か
な
１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
日
立
支
部
と
し
て
は
、
支
部
総

会
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換
、

母
校
及
び
同
窓
会
本
部
と
の
パ
イ
プ
役
な

ど
、
支
部
と
し
て
の
役
割
を
な
お
一
層
意

義
あ
る
も
の
と
す
る
年
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
と
同
窓

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
繁
栄
を
、
そ
し

て
関
係
す
る
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

水戸支部
水戸支部長

橋本　二郎

東京支部
東京支部長

谷津　将康

日立支部
日立支部長

丸山　正一
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卒
業
生
の

　
令
和
２
年
度
の
卒
業
生
２
７
６

名
の
進
路
は
、
進
学
で
は
四
年
制

大
学
55
名
（
６
割
以
上
の
36
名
が

日
本
大
学
工
学
部
）、
職
業
訓
練

校
３
名
、
専
修
学
校
39
名
の
計
97

名
で
、
昨
年
度
よ
り
21
名
増
え
た
。

国
公
立
合
格
者
は
会
津
大
学
１
名
。

就
職
で
は
、
民
間
は
県
内
１
２
３

名
、
県
外
36
名
、
公
務
員
は
４
名

（
東
北
地
方
整
備
局
１
名
、
福
島

県
警
１
名
、
郡
山
消
防
１
名
、
安

達
消
防
１
名
）
の
計
１
６
３
名
で
、

昨
年
度
よ
り
31
名
減
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
校
内
企
業
説
明

会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
質
疑
等
に

代
替
し
た
。
就
職
活
動
一
か
月
延

期
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
社
見
学
等
の

変
化
が
あ
っ
た
。「
人
生
１
０
０

年
時
代
」「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
生
き
る
有
為
な
人
材
育
成
に
努

力
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
学
習

力
を
高
め
、
思
考
力
を
深
め
、
実

行
力
を
強
化
、
激
動
に
対
応
す
る

工
業
人
を
育
て
た
い
。
今
後
も
全

国
で
健
闘
す
る
同
窓
生
の
方
々
の

御
尽
力
を
乞
う
。

進
路
指
導
主
事

　　
佐
藤

　武
士

【進学（大学）】
会津大学
国際武道大学
桜美林大学
新潟リハビリテーション大学
新潟食料農業大学
神奈川工科大学
神奈川大学
千葉工業大学
拓殖大学
東海大学
東北工業大学
東洋大学
日本大学
山梨学院大学

【進学（専門学校等）】
福島県立テクノアカデミー郡山
福島県立テクノアカデミー浜
福島県立テクノアカデミー会津
宇都宮日建工科専門学校
太田看護専門学校
関東職業能力開発大学校
郡山学院ケイセンビジネス公務員カレッジ
国際アート＆デザイン大学校
国際情報工科自動車大学校
国際医療看護福祉大学校
国際ビューティー＆フード大学校
国際ビジネス公務員大学校
郡山健康科学専門学校
JAPANサッカーカレッジ
専門学校東北動物看護学院
仙台デザイン専門学校
仙台工科専門学校
専門学校東京自動車大学校
仙台リゾート＆スポーツ専門学校
東北電子専門学校
東京バイオテクノロジー専門学校
東京スクールオブミュージック専門学校澁谷
東京リゾート＆スポーツ専門学校
日産栃木自動車大学校
日本調理技術専門学校
HAL大阪
福島医療専門学校
福島県農業総合センター農業短期大学校

【就職（県内）】
アートコーポレーション（アート引越センター）
赤井田造園土木
アサカ理研
朝日機工
ＡＬＳＯＫ福島
アルパインマニュファクチャリング
ウィンズ
エイチワン郡山製作所
AGCエレクトロニクス
エディソン
NECフィールディング
NOKフガクエンジニアリング東北工場
NCE
太田綜合病院
オオバ工務店
笠原工業
壁巣建設
カワチ薬品
北芝電機
鬼怒川ゴム工業　郡山車体部品生産部
京セラ　福島郡山工場
クレハ　生産・技術本部いわき事業所
郡中丸木
ケミコン東日本　福島工場
光建工業
郡山電機製作所
郡山ヒロセ電機
小松製作所生産本部　郡山工場
コマツ福島
サカイ引越センター郡山支社
三協テック　東北
三万石
シグマ会津工場
シグマックス
重松製作所　船引事業所
常磐興産　スパリゾートハワイアンズ
白河オリンパス
信越化学工業
進和エンジニアリング
水ｉｎｇ　東北支店
SCREEN　SPEクォーツ
住化アグロ製造
住友ゴム工業　白河工場
創スペース
曽田香料
大久自動車販売

ダイユーエイト
太陽電設
高橋電機
デンソー福島
東京応化工業
東芝エレベーター　東北支社
東北アンリツ
東北電化工業
東北電気保安協会
東北村田製作所　郡山事業所
ナカノ商会　東北支社福島支店
ナルコ郡山
日東グラスファイバー工業
日東紡績　富久山事業センター
日本ビルコン　南東北支社
ニプロファーマ　鏡石工場
日本化学工業　福島第二工場
日本化学工業　福島第一工場
日本工営　パワー＆デジタルビジネスユニット
日本全薬工業
日本デジタル研究所
白銅　福島工場
八光建設
パナソニック　ＡＩＳ社メカトロニクス事業部本宮地区
パナソニック　郡山事業所
林精器製造
桧電設
福島コンピュータシステム
福島芝浦電子
福島情報処理センター
福島タカラ電気工業　松川工場
福島トヨペット
福島ノーミ
福島日野自動車
星機械設計
保土谷化学工業
前澤給装工業　福島工場
マキシス精工
マルサン
三菱ふそうトラック・バス　東北北関東
ユアテック
吉成建築
米沢電線
リコージャパン
若松ガス
和田装備

進 路 状 況
【就職（県外）】
ＡＢＣシステム　
鹿島クレス
関電工
関東電気保安協会
きんでん
京王設備サービス
恒栄電設
コスモシステム
ＪＲ東日本テクノロジー
ＪＲ東日本メカトロニクス
資生堂　那須工場
SUBARU群馬製作所
住友林業ホームエンジニアリング　北日本事業部
積和建設東東京
積水ハウス不動産東京
デイ・シイ
東栄ホームサービス
東京電力パワーグリッド
東北電力ネットワーク
トピー工業　綾瀬製造所
トヨタ自動車東日本
豊田自動織機
日産自動車
ニプロファーマ　埼玉工場
日本飛行機
八生建設
東日本高速道路
東日本旅客鉄道
日立産機システム本社
松村組東北支店
三菱電機特機システム
明電プラントシステムズ
ヤマザキビスケット　古河事業所

【公務員】
東北地方整備局（国家公務員）
消防職員（郡山地方広域消防組合）
消防職員（安達地方広域行政組合）
警察官（福島県警察本部）

［自営・縁故は除く］

　
こ
の
度
、
私
た
ち
卒
業
生
を
同
窓
会
に

入
会
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
感
謝
と
喜
び
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
北
工
で
の
三
年
間
は
、
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
工
業
人
と
し
て
必
要
な

専
門
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
や
委
員
会

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

人
と
し
て
成
長
で
き
、
上
位
大
会
へ
の
出

場
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
の
進
路
活
動
は
、
様
々
な
困
難
が
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
道
を
示
し
、
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、

先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
切
磋
琢
磨
し
合
っ
て
き
た
仲
間
た

ち
の
お
陰
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
門
出
に
期
待
や
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
北
工
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で
活
か
し
、
北
工
の
同

窓
生
と
し
て
胸
を
張
り
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
令
和
2
年
度  

同
窓
会
会
長
賞

　機
械
科
1
組 

渡
邊

　耀
介

　機
械
科
2
組 

島
影

　
　翼

　電
気
科 

光
井

　洸
瑠

　電
子
科 

今
泉

　
　蓮

　情
報
技
術
科 

松
﨑

　寛
太

　建
築
科 

市
川

　太
陽

　化
学
工
学
科 

武
田

　
　光

●
令
和
2
年
度  

ク
ラ
ス
代
表
幹
事

　機
械
科
1
組 

今
野

　蒼
太

　機
械
科
2
組 

髙
田

　
　光

　電
気
科 

光
井

　洸
瑠

　電
子
科 

近
内

　雄
輝

　情
報
技
術
科 

鈴
木

　悠
叶

　建
築
科 

佐
藤

　月
玲

　化
学
工
学
科 

鈴
木

　理
史

情
報
技
術
科
　
　
　
　

伊
藤  

優
利

新
会
員
の
こ
と
ば

同窓会報　第70号2

　
令
和
３
年
に
入
り
新
た
な
年
度
を
迎
え

ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
卒
業
さ
れ
た
新
同
窓
生
を

お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
御
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
２
年
は
か
っ
て
な
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社

会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
の
宣
言
を
受
け
卒

業
式
も
入
学
式
も
中
止
に
な
っ
た
学
校
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
も
本
部
総
会

の
中
止
、
東
京
支
部
、
日
立
支
部
も
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
感
染
の
拡
大
で
、
東
京

支
部
内
の
交
流
も
滞
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
三
蜜
防
止
や
洗
浄
消
毒
な
ど
の
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ

手
立
て
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
な
か
な
か

先
が
見
え
て
な
い
の
が
現
実
で
す
。
長
期

に
な
る
と
の
見
通
し
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
働
き
方
の
改
革
や
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
な
ど
の
対
応
策
が
実
現
し
て
き
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
が
浸
透
し
、
混
乱
が
鎮
静

化
す
れ
ば
、
よ
り
安
全
で
成
熟
し
た
社
会

が
作
ら
れ
て
い
く
も
の
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
混
乱
を
乗
り
切
り
同
窓
会
本
部
の

活
動
も
支
部
総
会
も
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
日
常
を
取
り
戻
し
再
会
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
お
い
て
は
、
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
水
戸
支
部
会
員
も

元
気
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
る
等
、
経
済
活
動
に
大
き

な
影
を
落
と
す
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
同

窓
会
活
動
に
お
い
て
も
本
部
総
会
が
中
止

に
、
東
京
、
日
立
支
部
総
会
が
延
期
と
な

り
、
水
戸
支
部
も
例
外
な
く
、
支
部
内
行

事
を
1
年
間
延
期
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
入
り
、
海
外
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
日
本
で
も
早
け

れ
ば
2
月
頃
か
ら
接
種
が
始
ま
る
と
の
報

道
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
収
束
に
向
か
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
水
戸
支
部
の
行
事
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

前
年
予
定
し
て
い
た
支
部
内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
秋
の
頃
実
施
す
る
予
定
で
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
支
部
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
尚
、
支
部
総
会
に
つ
い
て
は
、

来
年
11
月
頃
に
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
と
同
窓

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
繁
栄
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
水
戸

支
部
同
窓
会
に
対
し
て
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
同
窓

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
立
支
部
は
、
昨
年
は
２
年
に
１
回
の

支
部
総
会
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
日
立

の
桜
が
満
開
と
な
る
３
月
28
日
に
開
催
し
、

皆
様
を
お
迎
え
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
開
催
を
断
念

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
ま
す
１
月
初
旬
も
感
染
拡
大
の

途
上
に
あ
り
ま
す
の
で
、
２
０
２
１
年
度

も
、
支
部
総
会
等
を
、
ど
の
程
度
の
状
況

で
開
催
で
き
る
か
の
見
通
し
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
引
き
続
き
開

催
方
法
等
を
模
索
し
な
が
ら
、
同
窓
会
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
穏

や
か
な
１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
日
立
支
部
と
し
て
は
、
支
部
総

会
を
開
催
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事務局だより事務局だより
　本年度も皆様のご協力により同窓会会報
７１号を発行することができました。心より御
礼申し上げます。
　新型コロナウイルスが発生し、いまだに終
息が見えない状況の中、数多くの部活動大
会や、催し物が中止、縮小を余儀なくされ、本
校でも学校休校や分散登校、学校行事の
中止、縮小など今まで経験したことのない激
動の１年でありました。その中で、ソフトボール
部が東北大会で優勝し、水泳部の活躍もあ
りました。スピードスケート部、報道委員会も
全国大会へ駒を進め、優秀な成績を残して
います。また生徒たちは資格取得にも積極的
に取り組み、電気工事士、危険物取扱者、

工事担任者、施工管理技術検定など各試
験において多くの合格者を輩出し、それぞれ
の進路実現に向けて努力をしています。
　校舎の大規模改修工事もＢ棟西側部分
が完成し、一部の生徒たちは真新しい教室
で学習しています。次年度はＢ棟東側、Ａ棟
の順で改修工事が行われる予定です。新校
舎になることを今から期待しているところです。
　本会の運営に際しまして、数多くのご協力
を頂き有難うございます。これからも、皆様の
ご協力を頂きながら、在校生支援や同窓会
運営を行って参りたいと思います。最後にな
りますが、同窓生の皆様のご活躍とご健康を
祈念いたします。

〒963-8052  福島県郡山市八山田二丁目224番
☎024-932-1199　　　024-935-9849
E-Mail  dousou.koriyamakita-th-gr@fcs.ed.jp

福島県立郡山北工業高等学校同窓会発 行 所◆
事 務 局◆

発 行 人
発行部数
発 行 日

添田　善一郎
18,000部
2020年3月1日（日）

◆
◆
◆

同窓会報　第70号4

氏 名 卒校年科 住居地
橋本　洋治 昭36郡電子 茨 城 県
折笠　　和 昭44郡工化 千 葉 県
大河原　博 昭52北化1 福 島 県
会田今朝美 昭44郡機Ｂ 埼 玉 県
遠藤　純一 昭55北建 福 島 県
小川　博芳 昭48西電Ａ 神奈川県
影山　芳夫 昭40西機Ａ 福 島 県
影山　昭一 昭37郡建 福 島 県
添田　善秀 昭58北機3 福 島 県
國分　晃久 昭56北電2 福 島 県
渡辺　征明 昭55北情報 福 島 県
水戸　哲夫 昭41郡機Ｂ 福 島 県
笠原　　隆 旧職員（郡） 福 島 県
関　　勝彦 昭40郡定機 千 葉 県
古川　秀康 昭41郡機Ａ 茨 城 県
古川　　弘 昭40郡建 福 島 県
鈴木　彰宏 昭48郡機Ｂ 宮 城 県
渡辺　光一 昭40郡建 福 島 県
栗山　芳光 昭39郡電子 神奈川県
石井　敏男 昭35郡電 神奈川県
榎本　岩雄 旧職員（北） 福 島 県
小池　征男 昭34郡機Ｂ 茨 城 県
増子　　哲 昭23郡機旧 福 島 県
橋本　　太 昭54北機1 福 島 県
瀧田　隆介 平09北環 福 島 県
大内　菊夫 昭51郡定電 福 島 県
西尾　秀和 昭60北電子 福 島 県

学　　科 令和2年度
機 械 科 78名
電 気 科 40名
電 子 科 39名
情 報 技 術 科 41名
建 築 科 40名
化 学 工 学 科 38名
合 計 276名

1. 収入の部
項　目 予算額 決算額 増減額 備　考

繰 越 金 263,985 263,985 0 平成30年度繰越金
入 会 金 1,662,000 1,662,000 0 入学生277人×￥6000
会 費 1,644,000 1,638,000 △ 6,000 卒業生273人×￥6000
会誌広告料 220,000 300,000 80,000 15社
一般寄付・協力金 300,000 433,423 133,423 80件
雑 収 入 1,007,015 1,169,230 162,215 預金利息・総会参加費等
合　　　計 5,097,000 5,466,638 369,638

2. 支出の部
項　目 予算額 決算額 残　額 備　考

基 本 金 57,000 330,000 273,000 入会金・会費総額の１割
会 議 費 500,000 479,520 △ 20,480 三役会　幹事会　
事 務 費 60,000 63,021 3,021 事務用品等
慶 弔 費 50,000 32,392 △ 17,608 香典等
通 信 費 1,600,000 1,671,737 71,737 会報（70号）発送費等
旅 費 250,000 108,780 △ 141,220 本部　東京　日立　水戸
会誌編集費 700,000 462,000 △ 238,000 会報（70号）印刷
渉 外 費 70,000 67,720 △ 2,280 関係機関との交渉諸費
卒業生諸費 260,000 212,319 △ 47,681 卒業記念品　会長賞
事 務 局 費 50,000 40,000 △ 10,000 会議費補助・事務局会会議費
北 嶺 祭 50,000 50,000 0 学校祭補助
支部助成金 160,000 160,000 0 東京・日立・水戸
学校案内助成 30,000 15,390 △ 14,610 学校案内印刷補助
総 会 費 1,100,000 1,209,770 109,770 総会会場費他
激 励 金 130,000 120,000 △ 10,000 準会員全国大会激励金贈呈
予 備 費 30,000 0 △ 30,000
合　　　 計 5,097,000 5,022,649 △ 74,351

3. 差引残額¥443,989は次年度へ繰り越します。

1  収入総額
5,466,638円

2  支出総額
5,022,649円

3  差引残高
443,989円

令和元年度　決算報告

令和2年度　新会員報告

令和元年度　基本金報告
定期預金（～平成30年度） 6,724,983 円 大東銀行定期預金

令和元年度基本金 330,000 円 大東銀行定期預金

合　　　計 7,054,983 円

氏 名 卒校年科 住居地
古 川 　 保 昭40西電Ａ 埼 玉 県
橋本　秀男 昭44郡工化 千 葉 県
滝 田 　 浩 昭58北情報 福 島 県
坂 本 　 守 昭35郡機Ｂ 福 島 県
山口　輝光 昭31郡建 神奈川県
加藤　幹雄 昭40郡電 宮 城 県
鎌田　哲夫 昭43西化Ａ 千 葉 県
佐 藤 　 勝 昭40郡機Ａ 埼 玉 県
佐 藤 　 稔 昭46西電Ｂ 福 島 県
皆川　達夫 昭45郡機Ａ 福 島 県
外 山 　 浩 旧職員（郡） 福 島 県
高原　三郎 昭27郡機 東 京 都
大河原文夫 昭52北電2 福 島 県
小池　勝衛 昭34郡機Ｂ 神奈川県
阿部　文英 旧職員（郡） 福 島 県
三浦　善憲 昭46郡機Ｂ 神奈川県
渡辺　　勉 昭48郡機Ａ 福 島 県
八巻　茂雄 旧職員（北） 福 島 県
高橋　一男 平04北定工 栃 木 県
鈴木　紹夫 昭44郡電子 秋 田 県
大内　菊夫 昭51郡定電 福 島 県
佐藤　大地 平27北電 福 島 県
畑　　吉春 昭29郡機 東 京 都
長尾　一善 昭52北機3 福 島 県
佐藤　正道 旧職員（北） 福 島 県
田中　良夫 昭41郡機Ｂ 栃 木 県
篠原　　泉 昭36郡建 栃 木 県
小林　大了 平27北建 福 島 県
小池　　正 昭40郡電 神奈川県
猪狩　次夫 旧職員（北） 福 島 県
円谷　　勤 昭40郡電 福 島 県
加藤　平吉 昭38郡電 茨 城 県
安藤　正信 昭42郡機Ａ 神奈川県
渡辺　正春 昭48郡建 千 葉 県
伊勢野敏雄 昭43西電Ｂ 福 島 県
添田善一郎 昭53北工化 福 島 県
菅野　弘士 昭34郡機Ａ 神奈川県
馬場　淳三 昭37郡建 東 京 都
根本源太郎 旧職員（北） 福 島 県
井上　安邦 昭40郡建 神奈川県

令和2年　ご協力者芳名簿
ご協力ありがとうございました　　敬称略　受付順

協力金のお礼とお願い
　会報発送に併せて協力金をお願いし
たところ、皆様よりご協力を頂戴いた
しました。感謝申し上げます。
　協力金は同窓会運営のために有効
に利用させて頂きます。
　「協力金」の送付は、会報に同封さ
れた郵便払込取扱票をご利用下さい。
なお、金額欄、ご依頼人の欄に必要事
項をご記入の上、郵便局で振り込んで
下さい。何口でも構いませんので、無
理のない範囲で数多くの方々からご支
援をお願い致します。

定期総会のお知らせ
■令和3年度定期総会を下記のように開催いたします

●日　時／6月26日（土）

●会　場／ホテルハマツ

●会　費／6，000円（令和2年度卒業生は3,000円）

郡山市虎丸町3番18号
☎024-935-1111

●午後5時00分より 総　会（予定）
●午後5時50分より 懇親会（予定）

※感染症対策に伴い変更の場合もございます。
※詳細については同窓会ＨＰもしくは事務局へお問い合わせ下さい。
　同窓会事務局（郡山北工内）　☎024-932-1199　　 024-935-9849

ゴルフコンペのご案内につきましては、
4月以降にホームページ上でご案内いたします。郡山北工

ホームページ

事務局一同　
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